
新潟市立小新中学校 
村山　佳宏 
小林　　智

Society5.0時代を見通し、 
自らの生き方を創造する生徒の育成

～「総合的な学習の時間（小新クエスト）」 
におけるICT活用の実践～

新しい時代を考える　小新中学校



（1）GIGAスク
ール環境の充実

（2）主体的・対話
的で深い学びの実現



（1） 
GIGAスクール 
環境の充実



（1）GIGAスクール環境の充実

①デジタル化推進委員会 

②情報モラル、 
　デジタルシティズンシップ



• 管理職や事務職員、各学年の先生、計8名 
• GIGAスクール計画を作成 
• 年間4回のオンライン授業を実施 
• 校内研修の実施（研究推進委員会とも連携） 
• 教育委員会などからの連絡周知・アプリの紹介

①デジタル化推進委員会



• 小新中学校「iPad使用のマナーとモラル」の徹底

②情報モラル、 
　デジタルシティズンシップ



• 小新中学校「iPad使用のマナーとモラル」の徹底

②情報モラル、 
　デジタルシティズンシップ

総合的な 
学習の時間 
（小新クエスト）



（2） 
主体的・対話的で 
深い学びの実現 
に向けた取組



（2）主体的・対話的で深い学びの実現に向けた取組
Society5.0時代を見通し、自らの生き方を創造する生徒の育成

総合的な学習の時間を核とした教科横断的な学び



道徳の様子

道徳「ひまわり」

防災士さんはどん
な思いで私たちに
授業をしてくれる?

防災学習 
↓↑ 

命の大切さ



探究

生徒・保護者向け配布資料① 
夏休み課題「防災について大切な家族に伝えたいこと」



夏休み課題「防災について大切な家族に伝えたいこと」

生徒・保護者向け配布資料②



具体物　数点

家庭科：アイビスペイント

英語：ロイロノート

美術：iMovie

社会：Keynote



生徒・保護者向け配布資料③ 
夏休み課題「防災について大切な家族に伝えたいこと」



教科横断的な教育課程の実現



発表の様子の保護者評価 スライドの保護者評価

保護者の役立ち度 発表内容の実現度



第1学年 
前期

総合的な学習の時間を核とした 
教科横断的な学びのイメージ



第1学年 
後期



３年間の総合的な学習の時間（小新クエスト）を貫くテーマとして 
“ロボット”を位置付ける

１学年 
←小新レスキュー 
前期：防災 

　小新ウェルフェア→ 
後期：福祉 
2学年 

←小新ハローワーク 
　前期：キャリア 
　　小新ジャーニー→ 
後期：地域学習

　　　　　　　　　　　3学年 
小新ロボット：ロボットを通して未来を予測し自らの生き方を考える。 
①分身ロボットOrihime  ②活躍するロボット ③SDGs  ④Society5.0   
⑤ロボット・アプリの企画  ⑥避難所運営ゲーム  ⑦未来防災小説



さくらメディカル株式会社 ながおか新産業創造センター

長岡高等専門学校

新潟工業高等学校



探究成果を発表・共有興味・関心に応じた探究





　必ずハッピーエ
ンドで終わる勇気
と希望の物語。

【作品例】 
人探し 
ロボット 
「とうふ」



生徒たちは、担当す
る章を自分の能力や
興味・関心に応じて
思う存分に表現。 
【個別最適な学び】

生徒たちは、展開に 
矛盾が生じないように
活発に意見交換。 
【協働的な学び】
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